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施工空問の 帽 や高さ 店 どの制限内容に   
CASE ]  施工幅は雁保で音るが、高さに制限がある場 台 。 
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市 ツクス 力 ル川― トの 側壁に搬送用の ブ ラケットを取り付け、その ブ三 ケットを介してボックスカ 
ル 川―トを台 車に載 亡 、 据 何位 置まで搬送し、油圧式の上下調整機構とスライド機構で 据 付けを行 
う工法です。 

CASE2  施工 幅 ・高さ共に制限があり、 塁礎 下が掘削可能広場 台 。 

l ・し亘 200 川川 ( 製品外面 より土留矢板表面 までの距離 ) 
Z ・ h 亘 200 円山 ( 製品 上床 順天 端 より切 梁下面 までの距離 ) 
日 ・ 卜 l 二 250(280) 山川 

( 台車 設置に川要 店 高さ 、 り内数値は 30t 台車 使用昭 ) 
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4 ・ bl 亘 E300 山川 旧車 設置に必要な 幅 ) 
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ヰ目を木竜     ラ ス と 構 機 整 下調 上 の 式 圧 由   し 送   で 茉 置 位 何 据 亡、 載   台車 l 接。 直す ―ト を 
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CASE3  勾配調整が必要な場 台 。最大 30Omm ｨ 落差に対応。 

占差エ法 

l ・ b 亘 600 川川 ( 製品外面 より上留矢板表面 までの距離 ) 
Z ・ h 亘 200 山川 ( 製品上 床版天端 より切 梁 下両までの距離 )   3 ・ hl 二 lE150 円口 ( 墓礎 よ D 製品 函底 までの距離 ) 
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市 ツクスカル 川―トの 側壁に落差施工 用 上部 プ三 ケット及び搬送 用 下部ブラケットを取付け、下部 
プ三 ケットを介してボックスカル 川―トを台 車に載 亡 、 据付 位 置まで搬送し、 据 付け時に補助ジャ 
ッ キ を使用し落差高に応じて下降さ 亡 、油圧式の上下調整機構と ス三 イド機構で 据 付けを行う工法 
です。     
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